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　『橋りょう』とは、鉄道、道路、上水路、下水路などの走行等の障害となる河川、渓谷、湖沼あるいは、他の鉄道、道路、水路など

の上空にこれらを横断するために建設される構造物の総称であり、土木工学の専門用語です（鉄道敷、道路上や河川上に連続し

て建設される高架橋も橋りょうの一部として入ります）。一般的に言われる『橋』は上部工の『けた』を指すことが多いようです。

　また、運輸省令の鉄道事業報告規則に報告事項として、軌道の材質・構造や駅設備の規模と同様に報告が義務付けられて

いる重要構造物です。報告内容は規則の別表にその材質（プレストレストコンクリート橋、鉄筋コンクリート橋、鋼橋、その他の

分類）や延長と定められていますが、この別表の注釈において『橋りょうとは、径間１ｍ以上のものをいい、懸垂式鉄道および

跨座式鉄道の軌道けたを含めること』とあるように、鉄道においてはスパンが１ｍ以上のものを『橋りょう』として扱います（直

径が１ｍ以上の下水管等の管路も橋りょうです）。橋りょうは材質のみならず構造形式等の多様性から、デザイン性も高いた

め写真等の対象になることも多く、土木を代表する構造物の一つです。

　国土交通省によると全国に10万を超える鉄道橋がありますが、経年の平均は50年を超えており老朽化対策や耐震補強等

が社会課題となっています。また、河川橋りょうを中心に、近年の激甚化する自然災害への対応や被災時の早期復旧も課題で

す。私たち鉄道土木技術者には、新設や架替以外にも検査や長寿命化の技術も求められています。

　本特集では、プレキャスト部材の適用、新線建設、河川改修や立体交差化等による新橋の建設や架替、経年劣化に対応する

ための耐震補強やICTを活用した点検技術、災害からの早期復旧に向けた取組等の事例を紹介します。本特集が今後の業

務や知識向上の一助となれば幸いです。
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